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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

系
を
い
か
な
る
も
の
と
す
る
か
、

さ
ら
に
は
、

経
済
統
計
学
の
理
論
体
系
の
う
ち
で
、
指
数
理
論
は
極
め
て
実
際
的
局
面
と
理
論
的
局
面
と
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
指
数
の
作
成

に
当
つ
て
、

い
か
な
る
商
品
、
価
格
、
賃
銀
の
如
き
基
礎
資
料
を
選
ぶ
か
、
基
準
時
点
も
し
く
は
期
間
を
い
ず
れ
に
と
る
か
、
加
重
体

い
か
な
る
平
掏
方
法
を
と
る
か
と
い
う
一
連
の
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
の
最
後
の
平
均
方
法
の
決
定
以
外
は
、
著
し
く
実
際
的
性
格
を
有
す
る
。
広
く
い
つ
て
、
指
数
の
作
成
方
法
は
次
の
よ

う
な
諸
点
に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
指
数
の
種
々
の
作
成
方
法
の
解
明
、
口
そ
の
比
較
的
評
価
、
国
連
鎖
基
準
法
対
固
定

基
準
法
の
問
題
、
移
動
ウ
ェ
ー
ト
の
問
題
、
連
鎖
化
の
問
題
等
の
極
め
て
特
殊
化
さ
れ
た
諸
問
題
が
こ
れ
で
あ
り
、
既
述
の
調
査
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
商
品
、
価
格
、
賃
銀
等
の
問
題
と
と
も
に
、

（

一

）

こ
こ
で
の
日
の
問
題
は
従
来
の
理
論
家
達
に
よ
っ
て
可
成
り
の

研
究
が
試
み
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
口
と
国
と
は
比
較
的
、
そ
の
研
究
が
お
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
口
の
問
題
は
次

の
二
つ
の
特
長
に
依
つ
て
解
決
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
理
解
が
容
易
で
あ
り
、
か
つ
、

よ
う
に
容
易
で
あ
る
か
と
い
う
実
際
的
な
特
長
で
あ
り
、
第
二
に
理
論
的
特
長
と
で
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
時
間
逆
転
テ
ス
ト
、
要
素
逆
転
テ
ス
ト
及
び
事
実
上
は
時
間
逆
転
テ
ス
ト
の
拡
張
で
あ
る
循
環
テ
ス
ト
の
「
希
ま

指
数
の
連
績
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題

高

（一）
木

そ
の
計
算
が
ど
の

フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
に

秀

玄
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!Vil (V) (iiil (ii) 9

,

 

•1 
＇ー，

以
上
が
本
稿
の
目
的
で
あ
り
、
な
お
、

徊） 国 口
し
い
」
三
つ
の
特
長
を
め
ぐ
る
指
数
の
形
式
論
的
な
特
長
で
あ
り
、

な
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
が
「
希
ま
し
い
」
と
い
う
だ
け
で
あ
つ
て
、

る
。
む
し
ろ
、

い
ず
れ
の
作
成
方
法
、
あ
る
い
は
平
均
方
法
を
と
る
か
と
い
う
問
題
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
最
も
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
単
に
便
宜
上
の
考
慮
、
も
し
く
は
実
際
的
考
慮
の
み
で
解
決
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
ュ
ー
・
ポ
ー
・
セ
ン
教
授
の
所
論
を
基
盤
に
お
い
て
研
究
し
よ
う
。
な
お
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と

指
数
の
他
の
特
長
の
研
究
結
果
を
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
特
長
を
有
す
る
こ
と
の
利
益
を
説
明
す
る
。

い
か
な
る
条
件
の
も
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
は
こ
の
よ
う
な
特
長
を
有
す
る
か
を
明
確
に
す
る
。

連
鎖
基
準
の
如
き
指
数
作
成
の
他
の
特
殊
化
さ
れ
た
諸
点
の
新
し
い
特
長
へ
及
ぽ
す
妓
果
を
考
察
す
る
。

(

1

)

 

こ
こ
で
の
特
長
と
い
う
の
は
次
の
六
つ
で
あ
る
。

基
準
時
点
の
変
更
を
行
う
場
合
の
指
数
の
連
続
性
の
持
続
。

す
く
な
く
と
も
一
ケ
以
上
の
商
品
が
旧
指
数
の
項
目
の
等
し
い
個
数
に
代
替
さ
れ
る
と
き
の
連
続
性
の
持
続
。

す
く
な
く
と
も
一
ケ
以
上
の
商
品
が
旧
指
数
の
項
目
リ
ス
ト
よ
り
除
去
さ
れ
る
場
合
の
連
続
性
の
持
続
。

加
重
体
系
の
変
更
を
行
う
と
き
の
連
続
性
の
持
続
。

上
述
の
変
更
の
す
く
な
く
と
も
二
つ
以
上
が
同
時
に
行
わ
れ
る
と
き
の
連
続
性
の
持
続
。

日
す
る
の
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

い
ず
れ
の
指
数
も
こ
れ
を
有
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う

そ
れ
を
有
す
る
こ
と
を
必
然
的
に
要
請
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

は
次
の
よ
う
な
形
態
の
比
例
性
を
要
求
す
る
。

す
な
わ
ち
、
問
題
に
直
接
に
せ
ま
る
か
、

(
b
)

れ
、
そ
れ
に
は
、

(

a

)

各
段
階
に
於
て
、

t
時
点
で
［
と

r
と
の
両
者
が
使
用

す
な
わ
ち
、
時
系
列
解
析
あ
る
い
は
計
量
経
済
学
的
研
究
で
最
も
基
本
的
条
件
を
な
す
指
数
を
も
つ
て
系
列
の
項
を
な
す
場
合
の
各

項
間
の
連
続
性
の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
於
て
吟
味
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
、
わ
れ
わ
れ
の
本
稿

の
目
的
は
指
数
に
於
け
る
連
続
性
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
I

ど
の
よ
う
に
し
て
指
数
の
作
成
の

あ
ら
ゆ
る
上
述
の
変
更
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
系
列
が
連
続
的
な
も
の
と
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
提
せ
ら

そ
れ
が
現
在
の
適
切
な
描
写
図
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
比
較
的
に
容
易
に
連
続
的
な
ら
し
め
ら
れ
る
。

指
数
が
何
等
か
の
方
法
で
作
成
さ
れ
る
と
き
、

か
つ
、
再
計
算
す
る
の
に
余
り
労
力
を
要
せ
ず
し
て
連
続
的
な
系
列
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
こ

の
後
者
は
前
者
が
直
接
的
で
あ
る
に
対
し
て
間
接
的
で
あ
る
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
、
後
者
で
は
作
成
の
各
段
階
に
於
い
て

生
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
指
数
の
連
続
性
は
二
つ
の
道
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、

そ
の
最
も
普
通
と
ら
れ
る
方
法
は
次
の
如
き
単
純
比
率
法
に
よ
る
。

I
は
0
時
点
よ
り

t
時
点
ま
で
に
わ
た
つ
て
の
指
数
で
あ
る
と
し
よ
う
。
い
ま
、

t
時
点
で
こ
の
指
数
作
成
の
あ
る
面
あ
る
い
は
全

体
に
変
更
を
加
え
て
新
指
数

rを
作
成
す
る
と
し
よ
う
。
当
然
、
何
等
か
の
変
更
が
生
ず
る
。

さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
よ
り
、

t
時
点
以
前
の
数
時
点
た
と
え
ば

(
t
1
q
)
…（
q
1
1
1
"
2
、…
t)

で
は

I
だ
け
を
使
用
し
う
る
の
で
あ
る
。
比
率
法

I
、

(
1
)
 

t
—

q 

I
、

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••.••••••••••••••• 

It 

It
—

q 

t
時
点
以
前
の
数
時
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

rは
容
易
に
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
に
必
要
な
資
料
を
再
蒐
集
し
、
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4

比
較
時
点
の
価
額
、

3

甚
準
時
点
の
価
額
、

（
ウ
ェ
ー
ト
と
し
て
次
の
三
種
の
も
の
を
と
る
加
重
算
術
平
均
）

2. 1. 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
指
数
の
系
列
は
基
準
時
点
を
遡
の
ぼ
る

t
時
点
ま
で
連
続
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
但
し
、

は
基
準
時
点
の
変
更
の
場
合
の
連
続
性
の
持
続
の
可
能
性
で
あ
る
が
、

の
、
し
か
も
過
去
の
資
料
を
出
来
る
限
り
限
定
し
て
新
旧
指
数
間
の
連
続
性
の
研
究
へ
と
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

理
論
の
展
開
の
便
宜
上
、

う
。
全
算
式
を
通
じ
て

P
は
価
格
、

Q
は
数
量
、

N
は
商
品
の
項
目
、
さ
ら
に
そ
の
商
品
が
何
番
目
の
項
目
で
あ
る
か
は
。
フ
レ
フ
イ
ッ

単
純
算
術
平
均
゜

単
純
幾
何
平
均
゜

iPi 

ビ
ー
ー
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B
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Q
t
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b
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i
 

100 

ピ
i
P
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I
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W
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b
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i
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i
p。

ビi 

Z
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 100 

iPt 
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I
(
G
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1
[
n
 

i

t

o

 

100 

1P, 
J
P。

I
(
A
.
 
M) 1
1
|
|
し
ピ
ー
|
ー

N

1

 

A
グ
ル
ー
プ
（
価
格
比
の
い
ず
れ
か
の
平
均
を
ふ
く
む
指
数
）

ク
ス
で
、
時
点
又
は
期
間
を
サ
フ
イ
ッ
ク
ス
で
あ
ら
わ
す
。
な
お
、

指
数
を
物
価
指
数
に
限
り
、

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

a
は
任
意
の
時
点
又
は
期
間
と
す
る
。

し
か
も
次
の
十
二
の
算
式
に
つ
い
て
問
題
の
吟
味
を
限
定
す
る
こ
と
に
し
よ

以
下
に
於
て
こ
の
新
旧
指
数
の
比
例
性
の
条
件
を
取
除
い
て

(

2

)

 

I
]
 

I
、tー
q
1
1
（
ー
7
l
)
I
t
ーq
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

四

こ
れ
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12. 11. 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
間
題
．
（
高
木
）

（
ウ
ェ
ー
ト
と
し
て
次
の
三
種
の
も
の
を
と
る
加
璽
幾
何
平
均
）

任
意
の
時
点
の
購
入
墨
、

I
(
W
.
 G. c) 1
1
 
100 x
望
き

q
(
1
g
)
i
P
-
•

;Q, ヽ

旦
ら
H

（
ら
言

a
.
i
Q
a

i
P。

"

I
(
W
.
 G. a) 1
1
 
100 x

i

[

 
i
 

B
グ
ル
ー
プ
、
（
「
商
品
の
実
際
購
入
量
」
と
次
の
も
の
を
と
る
総
和
の
比
率
を
ふ
く
む
指
数
、
）

ビ
iPt.iQa

i
 

xlOO, 

ピ
;
P
o
•
;
Q
a

I(Agg. a) 1
1

1

 
i
 

フ
イ
ッ
シ
ァ
ー
の
理
想
指
数
、

I
(
F
)
1
1
 y
f
(
L
a
s
.
)
 X
I
(
P
含）

10

比
較
時
点
の
購
入
量
、

に
P
,
•
;
Q
,

i

x

 

100, 

ピ
iPo.iQ-

I
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Pミ
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e
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1
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z
 

9

基
準
時
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購
入
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、
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;
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i
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L
g
 pe
y
r
e
s
)
 11 

9
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＆
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意
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時
点
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。

1
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時
点
の
指
数
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
局
面
だ
け
の
変
更
を
行
う
場
合
の
連
続
性
の
持
続

指
数
の
作
成
に
当
つ
て
、
旧
指
数
の
作
成
の
場
合
と
異
る
操
作
を
と
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
、

A
、
基
準
時
点
の
変
更
を
行
う
場
合
の
連
続
性
の
持
続
。

そ
れ
は
そ
の
指
数
の
も
つ
経
済
的
意

味
が
こ
れ
を
き
め
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
の
現
実
を
分
析
す
る
武
器
と
し
て
の
指
数
が
そ
の
本
来
の
要
求
に
応
じ
な
い
場
合
、

し‘
し‘
か

え
れ
ば
、
旧
指
数
で
現
実
の
経
済
を
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
場
合
、
あ
る
い
は
充
分
に
そ
れ
が
達
成
し
得
な
い
場
合
に
は
何

等
か
の
変
更
が
必
然
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
既
に
ユ
ー
・
ポ
ー
・
セ
ン
教
授
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
各
種
の
場

合
を
列
挙
し
て
お
い
た
。
こ
の
節
で
は
そ
の
う
ち

(
i
)
よ
り

(
V
)
ま
で
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
時
点
の
変
更
、
特
定
の

商
品
の
代
替
、
特
定
の
商
品
の
追
加
も
し
く
は
除
去
、
さ
ら
に
加
重
体
系
の
変
更
と
い
う
よ
う
な
唯
―
つ
の
局
面
の
変
更
を
行
う
場
合

の
指
数
の
連
続
性
の
持
続
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
後
程
、
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

指
数

I-°

は
基
準
時
点

(11
1
0
0
)

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

1
,
2
,
 ・・・, 
t
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
が

成
立
す
る
。

(011
100). 
い
ま
、
基
準
時
点
が

0
時
点
か
ら

t
時
点
へ
と
変
更
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

t
時
点
以
降
は
新
基
準

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
再
計
算
を
行
わ
な
い
こ
と
、
旧
資
料
を
使
用
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
だ
け
の
要
求

を
み
た
し
て
、

t
時
点
以
前
の
指
数
が
、

t11
1
0
0

の
指
数
へ
ど
の
よ
う
に
し
て
転
換
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

2

)

 

ユ
ー
・
ポ
ー
・
セ
ン
教
授
は
こ
の
場
合
に
も
新
旧
指
数
間
の
比
率
の
存
在
の
必
要
を
強
調
す
る
。
基
準
時
点
(
O
)
に
よ
っ
て
計
算
し

た
(

i
ー

q
)

時
点

(
q
1
1
1
,
 2
,
 ・
・
・
t
)

の
指
数
の
、
基
準
時
点
(
O
)
に
よ
る

t
時
点
の
指
数
の
比
率
は
、
基
準
時
点

(
t
)
に
よ
る
(
tー

q
)

二、

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
千
の
問
題
（
高
木
）

六
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

算
術
平
均
法
の
場
合
に
つ
い
て
み
よ
う
。
即
ち

あ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

(c) (bl (al 

I(tー

q)0

I
I
I
(
t
1
q
)
-
9

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
(

3

)

 

Ito 

上
述
の
十
ニ
ケ
の
算
式
の
う
ち
次
の
三
式
の
み
が
こ
の
比
率
連
続
性
の
特
長
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち

単
純
幾
何
平
均
指
数

N
 

II 
;Ptー

q

ー

q
・
1
0
011I(-

—

q)-·

……………………

(4) 

<

i

|

|

 

N
 

II 
;P, JP-

I(tー

q)0•100 

1

1

1

 

;
P
o
 

.
 10
0
 1
1
[
‘
i
 

I

-

O

N

[

P

辛

任
意
の
時
点
の
価
額
を
加
重
係
数
と
し
て
使
用
す
る
加
重
幾
何
平
均
指
数
(
I
(
W
.

G
.
 a
)

)

 

七

任
意
の
「
商
品
の
実
際
の
購
入
量
」
を
ウ
エ
ー
ト
と
し
て
使
用
す
る
総
和
指
数
の
比
率
[I(Agg.a)]、
⑮
と
＠
と
の
証
明
は
、

③
と
同
様
に
行
わ
れ
る
。
然
る
と
き
、

い
か
な
る
条
件
の
も
と
で
、

こ
の
比
率
の
連
続
性
の
転
換
が
可
能
で
あ
り
、
又
は
凡
そ
可
能
で

ピ
(
i
P
tー

q
[
i
P
o
)

• 

1
0
0

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
(

5

)

 

ピ
(
i
B
]
i
p
o

(iー

q
)
・
1
0
0
1
1
i
 

I
 Ito 

g
 

こ
の
第
5
式
は
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
・
t
に
つ
い
て

P
o
8
p
i

な
る
と
き
の
み
次
の
第
6
式
に
等
し
く
な
る
。

ヽ(
I
I
I
(
t
q
)
-
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
6
)
 

100~;P1 

1
q
 

N
 I 

;P,

、



~
~
Q
策
嵩
起

!20,;l--'Q
捩
片
〇
臣
墜

(l嘔
*
)

ピ、

商
品

I
 Ct-q) o

 
A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F
 

I
 Ct-q) o

 
110 

I,o 
I
 (1-q) t

 

P。
120

円
2
4
0
円

2
4
0
円

1
2
0
円

120
円

4
8
0
円

P1-q 
180 

3
0
0
 

4
2
0
 

120 
3
0
0
 

7
2
0
 

P
1
-
q
/
P
o
 

1
5
0
 

1
2
5
 

175 
100 

2
5
0
 

1
5
0
 

1
5
8
%
 

P1 
2
4
0
円

4
8
0
円

4
8
0
円

2
4
0
円

2
4
0
円

9
6
5
円

1
 {

 P,
!
P
o
 

2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

2
0
0
 

7
9

¼
 

7
9
%
 

p
←

 q/P1 
7
5
 

6
2
%
 

8
7

½
 

5
0
 

125 
7
5
 

P
,
 

120
円

2
4
0
円

4
8
0
円

1
2
0
円

150
円

4
8
0
円

2
 {

 P1
/
P。

100 
125 

2
0
0
 

1
0
0
 

125 
1
0
0
 

125 
1
2
6
%
 

1
3

1
¼

 
P1-q/P1 

1
5
0
 

100 
8

7
½

 
100 

2
0
0
 

1
5
0
 

3
 {心。

2
4
0
円

180
円

4
8
0
円

6
0
円

3
0
0
円

9
0
0
円

2
0
0
 

7
5
 

2
0
0
 

5
0
 

2
5
0
 

2
0
0
 

1
6

2
½

 
9
7
1
%
9
 

1
1
7
1
%
6
 

P1-q/P1 
7
5
 

1
6
6
%
 

8
7

½
 

2
0
0
 

100 
7
5
 

P
1
 

180
円

180
円

360
円

2
4
0
円

2
4
0
円

600
円

4
 {
P
t
f
P。

1
5
0
 

7
5
 

150 
2
0
0
 

2
0
0
 

125 
150 

1
0
5
%
 

113½
8 

P1-q/P1 
100 

1
6
6
%
 

1
1
6
%
 

5
0
 

125 
120 

P
,
 

4
8
0
円

3
0
0
円

4
8
0
円

1
2
0
円

540
円

1200
円

5
 {凡

/
P。

4
0
0
 

125 
2
0
0
 

100 
4
5
0
 

2
5
0
 

2
5
4
%
 

6
2
埠
紐

7
3窃

紐
p
←

 q/P1 
3
7
%
 

100 
8

7
½

 
100 

5
5
%
 

6
0
 

P
,
 

4
8
0
円

180
円

4
8
0
円

6
0
円

5
4
0
円

6
0
0
円

6
 {
P
i
/
P
o
 

4
0
0
 

7
5
 

2
0
0
 

5
0
 

4
5
0
 

126 
2
1
6
%
 

7
3
%
3
 

1
1
1
1
%
4
 

P1-q/P1 
3
7
%
 

1
6
6
%
 

8
7
%
 

2
0
0
 

5
5
%
 

120 

第
一

表

ooc 
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

と
1
1
7
1
%
0

と
に
な
つ
て
い
る
。

オ
ニ
の
場
合
、
比
例
性
は
存
在
し
な
い
が
、

い
ま
、
第
一
表
に
掲
げ
た
よ
う
に

A
、
B
、
C
、
D
、
E
、
F
、

t

ー
q

の
単
位
価
格
が
与
え
ら
れ
、

九

の
六
種
の
商
品
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
時
点
0
、
t
、

t
時
点
の
そ
れ
の
み
が
変
化
す
る
も
の
と
す
る
。
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
説
明
で
あ
る
。

オ
ー
の
場
合

Po',
と

Ptヽ
s

と
の
間
に
比
例
性
が
存
在
す
る
と
き
は
、
比
率
連
続
性
の
関
係
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
次
式
が
成
立

す
る
の
で
あ
る
。

(Itー
q
)

II
ミー

q
)
t

、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
夕d
)

I
t
o
 

Pi、s
が

Poい
と
比
べ
て
大
き
な
ズ
レ
な
く
増
大
す
る
と
き
は
、

余
り
大
き
な
ひ
ら
き
を
示
さ
な
い
。
表
で
は

1
2
6
%
と
13!1;11,

と
に
な
っ
て
い
る
。

上
式
の
左
右
両
辺
は

オ
三
の
場
合
、

Pt',
の
二
つ

(
Bと
D
)
が
下
落
し
、
残
り
が
全
部
、
騰
貴
す
る
場
合
、
両
辺
の
ひ
ら
き
は
大
と
な
る
。
表
で
は

9
7
1
~
菩

オ
四
の
場
合
、
唯
一
っ
だ
け

(
B
)

が
下
落
し
、
他
は
騰
貴
す
る
場
合
は
、
第
三
の
場
合
と
よ
く
似
た
結
果
と
な
る
。

才
五
の
場
合
、

0
時
点
と

t
時
点
と
の
間
で
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
単
位
価
格
が
騰
貴
す
る
が
、

い
場
合
に
は
、
何
等
の
均
等
性
も
、
近
似
的
な
均
等
性
も
存
在
し
な
い
。

そ
の
騰
貴
の
仕
方
が
余
り
比
例
的
で
な

才
六
の
場
合
、
あ
る
商
品
の
価
格
は
い
ち
じ
る
し
く
騰
貴
し
、
あ
る
商
品
の
価
格
は
い
ち
じ
る
し
く
下
落
す
る
場
合
、
左
右
両
辺
の
ひ

ら
き
は
非
常
に
大
と
な
る
。
表
で
は

7
3
ぷ
s

llH7f,4と
な
つ
て
い
る
。

上
述
の
第
一
の
場
合
は
事
実
上
あ
り
得
な
い
が
、
第
二
の
場
合
は
非
常
に
事
実
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
場
合
よ
り
次
の
結
論
を
導
く
。

ユ
ー
・
ボ
ー
・
セ
ン
教
授
は



302 

I(t1q)
。[Ii
。
と

I(tー

q)t

の
間
の
比
例
性
が
近
似
的
に
非
常
に
接
近
す
る
と
き
は
、

な
い
が
、
両
者
間
の
ひ
ら
き
が
可
成
り
大
な
る
と
き
は
、
誤
れ
る
結
果
へ
と
導
く
故
に
、

解
は
新
基
準
時
点
の
価
格
が
旧
基
準
時
点
の
価
格
に
比
例
的
で
あ
る
が
、
又
は
非
常
に
近
似
的
で
あ
る
と
い
う
条
件
に
応
ず
る
よ
う
に

(

3

)

 

新
基
準
時
点
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ふ
た
つ
の
結
論
は
別
々
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
は
算
術
平
均
に
限
つ
て
理
論
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
平
均
法
を
と
る
場
合
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
す
な

わ
ち
、
比
率
連
続
性
の
転
換
法
の
使
用
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
既
述
の
十
二
の
算
式
と
そ

I(A.M)•

…••……… 

I
(
G
.
M
)…
…

…

…

…

 

I(W.A.b)·

…••…•• 

I
(
W
.
A
.
c
)…
…

…

…

 

I(W. A
.
 a)…
…

…

…

 

I(W• 

G
.
b
)
…

…

…

…

 

I(W• 

G.c)
…

…

…

…

 

I
(
W
.
G
.
a
)
…

…

…

…

 

I
(
I
`
0
 s
p
e
y
r
e
s
)
…

…

 

れ
ぞ
れ
の
転
換
の
適
用
条
件
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
⑮
は
③
の
前
提
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

す
な
わ
ち
、

(al 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

;
Q
。8
;Q, 

ipi1 q-;Q, 
ー

q

8;P,•;Q, 

;Po• 

;
Q
o
 0
0
 
;P1• 

;Q1
、

i
P
o
8
i
P
t
、

i
P
o
8
i
P
t
 

;
Q
。
8
;Q, 

i
P
o
8
i
p
t
 

比
率
連
続
転
換
法
の
使
用
を
妨
げ

そ
の
使
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
⑮

1
0
 

問
題
の
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

加
と
除
去
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

は
後
述
す
る
。

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

I(Paasche)••

……• 

I
(
F
)
：

・

…

…

…

…

…

 

I
(
W
.
A
.
a
)
 

以
上
は
基
準
時
点
の
変
更
の
場
合
の
比
率
連
続
性
の
転
換
の
適
用
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
り
0
は
旧
基
準
時
点
を
、

t
は
新
基
準
時
点

I
(
W
.
A
.
b
)
,
 l
(
W
.
G
.
b
.
)
 
I`(Ì
 aspey苔
es)
で
は
、
基
準
時
点
の
変
更
は
自
動
的
に
加
重
の
変
更
を
伴
う
こ
と
と
、

I
(
W
.
A
.
c
)
,

の
三
算
式
は
任
意
の
ウ
ェ
ー
ト
を
と
る
指
数
で
あ
る
故
に
加
重
体
系
は
変
更
さ
れ
な
い
。

I(W• 

G. c), 
I(Paasche)
は
比
較
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
を
と
る
故
に
何
等
の
影
響
を
被
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

I
(
W
.
 G. a), 
I
(
A
g
g
.
 a) 

こ
れ
に
つ
い
て

B
、
す
く
な
く
と
も
一
種
類
以
上
の
新
し
い
商
品
が
旧
商
品
の
等
し
い
数
の
種
類
に
代
替
す
る
と
き
の
連
続
性
の
持
続
。

指
数
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
経
済
の
現
実
は
常
に
変
動
す
る
。
あ
る
時
点
の
商
品
群
を
代
表
す
る
特
定
の
商
品
は
必
ず
し
も
他
の
時
点

(

5

)

 

で
そ
の
代
表
性
を
有
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
新
旧
指
数
間
に
と
り
入
れ
る
べ
き
商
品
間
に
代
替
性
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に

く
わ
し
く
い
え
ば
、
日
旧
指
数
の
商
品
の
あ
る
も
の
が
代
表
性
を
失
っ
た
場
合
、
口
あ
る
特
定
の
商
品
が
市
場
に
登
場
し
た
場
合
、
し

か
も
、

て
き
た
場
合
に
、

勿
論
、

そ
の
商
品
が
商
品
群
を
代
表
す
る
性
格
を
有
す
る
場
合
、
国
旧
指
数
で
は
無
視
し
て
も
よ
か
っ
た
が
、
新
し
く
重
要
性
を
も
っ

(

6

)

 

そ
の
商
品
を
追
加
す
る
必
要
が
起
り
、
こ
の
三
つ
の
場
合
の
逆
の
場
合
は
そ
の
商
品
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
追
加
と
除
去
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
指
数
よ
り
成
る
時
系
列
の
連
続
性
は
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
追

I
(
A
g
g
.
 a) 

;
Q
。8
i
Q
iー
q
8
;Q1 

;Q, 
ー

q
8
i
Q
t

(
4
)
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(2) る。

一
種
以
上
の
商
品
が
旧
商
品
の
範
囲
に
追
加
さ
れ
る
場
合
の
連
続
性
の
特
続
。

0
時
点
(
1
1
100)
に
よ
る
指
数

I
は
、
時
点
T
ま
で

N
ケ
の
商
品
に
基
ず
い
て
作
成
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
の
式
で
理
解
で
き
る
通
り
、
時
点

t
の
新
指
数
は
第
二
項
で
示
さ
れ
た
調
節
を
旧
指
数
に
行
っ
て
、

に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
新
し
く
必
要
と
さ
れ
る
の
は
追
加
商
品
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

単
純
幾
何
平
均
法
、

の
価
格
比
で
示
さ
れ
る
。

新
商
品
範
囲
で
の
指
数
は
次
の
第
8
式
に
よ
る
。

①
単
純
算
術
平
均
法
、
旧
商
品
範
囲
で
の
指
数
は
次
の
第
7
式
に
よ
る
。

が
原
リ
ス
ト
に
追
加
さ
れ
る
と
す
る
。

c、

t110" 1
,
 2
,
 …

9
Tー

1

j
1
1
N
+
1
"
N
+
 2, 
.. 
,
,
N
 +
n
 

n
ケ
の
商
品
を
記
号
Z
+
1
、
N
+
2
、
…
、
N
+
n
で
あ
ら
わ
す
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
区
分
す

i
1
1
1
、
2
、
…
、
N
;
i
 
11 1, 
2, 
…
、
}
[
、
]
｛
+
1, 
... 、
]
{
+
n
i

い
ま
時
点

T
で
n
ケ
の
商
品

ipt 

ビ

100 

.................•••••••••••••••••..••••••••••.••••.•.••.••••••••• 

-̀l 

ヽ

N
・
i
i
P
o
 

100 
I:,_&= 
1
 
(
N
.
 I,

。＋

1
0
o
z
:
;
h
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(
O
O
)
 

N
+
n
i
i
P。

N

+

n

]

j

P

o

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

そ
の
時
点
の
旧
指
数
よ
り
容
易

こ
の
場
合
も
同
様
の
関
係
が
導
び
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
指
数
は
次
の
第
9
式
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
新
旧



30.5 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

曲
任
意
の
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
で
加
重
す
る
場
合
、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
(
9
)
 

比
率
の
加
重
平
坊
法
、
何
を
も
つ
て
加
重
す
る
か
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

100 

;P, 

.
ビ
|
|
ー
•
i
P
o
.
i
Q
o
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

(
1
0
)

ビ
;
P
o
•
;
Q
o
i
 ;Po 

Itoll 

i

、Pt

ピ
|
|
_
•
i
、
P
o
.
i
、
Q
o

1
0
0
 

i
o
M」
i
、
P
o
.
i
、
Q
o
i
、
i
、
P
o

I
、

必
要
な
も
の
は
追
加
さ
れ
た
商
品
を
ふ
く
む
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
基
準
時
点
の
価
額
で
あ
り
、

よ
い
。
加
重
幾
何
平
均
法
を
と
る
場
合
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

…
…
…
…

(11) 

t
時
点
で
は
追
加
商
品
の
価
格
比
だ
け
で

(
1
2
)
 

M
 
;Po•;Qo 

;P1 
;Po•;Qo 

I
t
o
l
l
i
{
 II 
(
|
|
|
）
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

i
i
P
o
 

(
1
3
)
 

旦
。

•
i
`
Q
。
ビ

;
P
o
•
;
Q
o
iPt iPo• 

iQo 

Iiollirl(Iio)tm~)…………………… 

j

j

 

1
1日
〗·

;
(
j

0
1
[
I
i
o
.

セ
;
P
o
•
;
Q

。
+1
0
 0

（
ャ
亭
・
ぶ
・
j
Q
。)]

な
お
、
新
指
数
は

ま
ず
、
算
術
平
均
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
次
式
が
成
立
す
る
。

①
基
準
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
で
加
重
す
る
場
合

(3) 

[
（I-
o
)
N
•
H

に
心

(
N
も

I
、
1

io-

j
 jPo 
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か
A

る
条
件
の
も
と
で
、
先
き
の
場
合
と
同
様
に

I

。̂1
,
 

翌W; 

答

が

W;
と
同
じ
よ
う
に
分
布
す
る
と
い
う
条
件
を
入
れ
る
な
ら

重
を
と
る
、
あ
ら
ゆ
る
指
数
に
つ
い
て
同
様
の
こ
と
が
い
い
う
る
。

任
意
の
時
点
の
価
額
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る
算
術
平
均
、
幾
何
平
均
の
両
方
法
に
よ
る
関
係
は
、
基
準
時
点
の
価
額
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る

場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
サ
フ
イ
ッ
ク
ス
は

0
よ
り

a
に
変
更
さ
れ
、
時
点

t
の
追
加
商
品
の
価
格
比
と
と
も
に
必
要
と
さ
れ
る
資
料
は
、

比
較
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
で
加
重
す
る
場
合
、

こ
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
追
加
商
品
の
価
額
お
よ
び
価
格
比
の
時
点

t
の
資
料
で
あ
り
、
比
較
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
に
よ
る
加

ウ
ェ
ー
ト
が
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
形
式
で
規
定
さ
れ
る
と
き
ど
の
よ
う
に
な
る
か
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
準
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト

で
あ
れ
、
任
意
の
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
で
あ
れ
、
パ
ー
セ
ン
ト
の
形
式
で
加
重
さ
れ
る
。
商
品
追
加
の
場
合
は
、

の
相
対
的
重
要
性
を
考
慮
し
て
パ
ー
セ
ン
ト
が
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

原
商
品
・
t
（
↑

111、
2、…、
N
)
は

W
]
な
る
ウ
ェ
ー
ト
を
と
り
、
修
正
さ
れ
た
商
品

r(i、
11
1, 
2, 
…、

N
,
N+
1、…、
N
+
n
)
は

w;11 

（ピ
wi11
ピ
W
1
1
100)
な
る
ウ
ェ
ー
ト
を
と
る
と
す
る
。
も
し

ば
、
さ
i

は

W
i
よ
り
も
小
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
・t
に
次
の
関
係
が
成
立
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(
1
4
)
 

1
;
0

は
Ito
と
追
加
商
品
の
価
格
比
で
表
現
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
加
重
算
術
平

均
の
場
合
は
次
の
第
15
式
の
よ
う
に
な
り
、
加
重
幾
何
平
均
の
場
合
は
第
16
式
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
、
前
の
場
合
と
同
様
に

j11

Z
+
 l,N +
2、
…

,
N+
n
で
あ
る
。

(iii) あ
ら
ゆ
る
商
品
の
任
意
の
時
点
の
価
額
で
あ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
裔
木
）

そ
の
追
加
さ
れ
る
商
品

一四
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(iii) (ii) 
(i) (4) 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

I
i。1
1
(
I
t
o
)
a
•
1
8

ミ
（
戸
）uj
9

…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
·
…
•
…
…
…
…

(
1
6
)

総
和
比
率
法
、
既
述
の
場
合
と
同
様
に
こ
こ
で
も
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

基
準
時
点
の
数
量
を
ふ
く
む
場
合
、
こ
の
場
合
（
ラ
ス
パ
イ
ど
＾
算
式
）
、

上
式
で

C
1
1ピ
j
P
1
•
j
Q。
お
よ
び

j
 

る
。
さ
ら
に
、

j
R
 

ー

．

き

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

U
.
3
)

j
j
p
o
 

Ii011u.Iio
＋ピ

ピ
;
P
,
•
;
Q
o

Iio11

げ
P
o
.
;Q-;; 
• 

1
0
0
 1
1
¥
 fl
・
1
0
0
 

i
 

A
+
c
 

ビ
i、Pt.i
、Q
o•100 

1

1

・

1

0

0

 

i

、

ト

i
o
|

ビ
i、Po.i
、Q
o

B
 +

D

 

D
1
1
ピ
j
R
o
・
j
Q
O
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り

一五

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
1
7
)
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
1
8
)
 

l•B•I10 

+
 c

_
)
・
1
0
0
,
 …
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(19) 

B
+
c
 

I
i
0
1
1
(
_
 
1
0
0
 

こ
の
式
で

C
と

D
と
は
追
加
商
品
を
ふ
く
み
、

B
は
基
準
時
点
0
の
資
料
だ
け
を
ふ
く
み
、
あ
ら
ゆ
る

t
時
点
に
つ
い
て
不
変
で
あ

こ
の
関
係
は
基
準
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
を
使
用
す
る
加
重
罪
術
平
均
で
導
い
た
関
係
と
一
致
す
る
。

任
意
の
時
点
の
数
量
を
用
い
る
場
合
、

Q
`
s

の
サ
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
0
か
ら

a
に
変
更
し
て
①
の
場
合
と
同
じ
式
が
求
め
ら
れ

比
較
時
点
の
数
量
を
使
用
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
。
ハ
ー
シ
ェ
算
式
の
場
合
、
比
較
時
点
の
価
額
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る
加
重
平
均

る。

に
は
次
式
が
成
立
す
る
。
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(3) ②
価
格
比
の
単
純
幾
何
平
均
法
、
次
の
第
2
1
式
が
こ
れ
を
示
す
。

必
要
な
の
は

K
ケ
の
商
品
に
関
す
る
資
料
だ
け
で
あ
る
。

(1) 作
成
さ
れ
る
。
（
↑
1
1
1, 
2, …
、
N
)

D
、
す
く
な
く
と
も
一
種
類
以
上
の
商
品
が
原
リ
ス
ト
よ
り
除
去
さ
れ
る
場
合
の
連
続
性
の
持
続
。

こ
れ
は
C
で
述
べ
た
と
逆
の
過
程
で
あ
り
、

そ
の
解
決
も
当
然
、
非
常
に
似
て
い
る
。
指
数
I
-
°
は

N
ケ
の
商
品
の
範
囲
に
つ
い
て

N
ヶ
よ
り
n
ケ
だ
け
除
去
さ
れ
る
と
す
る
。

力
を
費
す
こ
と
な
く
I
t
o
よ
り
I
i
。
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、

は
新
し
い
範
囲

i

、
I
I
n
+
1
、
n
+
2
、
…
、
N
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
と
す
る
。
当
面
の
目
的
は
旧
資
料
の
再
蒐
集
や
再
計
算
に
余
り
労

そ
の
と
ら
れ
る
各
種
の
平
均
値
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ト
の
と
り
方
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
か
を
明
白
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

価
格
比
の
単
純
算
術
平
均
、
既
述
の
場
合
の
よ
う
に
出
発
点
は
次
式
で
あ
る
。

価
格
比
の
加
重
平
均
法

1
0
0
 

;P1 

ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(
7
-

iPo、

|
|
ー
ビ

N

;

 

I
i
o
ー
1
0
0
~
;
、
P
t
1
1
1

「N
•
I
,
o
|
 10
 0
ピ
」
J
1
-
…
…
…
…
(
2
0
)

|
N
ー
n
i
、
i
、
P
o

N
-
n
 

k
 
kPo 

N
ー

n

.

k

P

t

I
i
0
1
1
{
（
I
t
o
)
N
¥
 IT
ー
|
|
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
2
1
)

k
J
P
o
、

基
準
時
点
、
任
意
の
時
点
の
価
額
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
数
量
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
加
重
平
均
の
場
合
は

の
場
合
と
同
様
に
、

そ
の
解
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

こ
れ
を

k
（子111"
2, 
…
J
2
)
で
示
す
。
新
指
数
I
i
o

一六
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

ui 
11 b
>

l

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
2
4
)
 

W; 

,
 

よ
り
も
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る

i
に
と
つ
て

(iii) ー
ト
は

PoQ°

の
代
り
に

P
桑
~
0

を
以
つ
て
加
重
す
る
場
合
で
あ
る
。

(ii) 

[
I
t
o
.
M
 ;
P
o
•
;
Q
o

ー
1
0
0・
ピ
に
戸k
P
o
•kQ。
]

1
 

k

ぷ

ピ
i、P
o
.
i
、Q
o

i

、

価
格
比
の
加
重
幾
何
平
均
の
場
合
に
は
次
の
第
23
式

任
意
の
時
点
の
価
額
に
よ
っ
て
加
重
す
る
場
合
、

I
(
W
A
.
a
)
と

I
(
Wぃ
G
.
a
)
、

代
り
に
任
意
の
時
点
の
価
額
に
変
更
さ
れ
た
ウ
ェ
ー
ト
を
と
る
上
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
‘

比
較
時
点
の
価
額
に
よ
っ
て
加
重
す
る
場
合
、

こ
の
場
合
も
先
き
の
場
合
の
よ
う
に
最
も
複
雑
で
あ
る
。

。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
場
合
の
説
明
に
う
つ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
原
商
品
・
1

は
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
の
ウ
ェ
ー
ト

W;
を
、
新
商
品

•
1は
さ

3
を
と
る
と
す
る
。
も
と
の
ま
ま
の
商
品
の
ウ
ェ
ー
ト
が
変
更
以
前
の
ウ
ェ
ー
ト
に
比
例
し
て
分
布
す
る
と
き
は
、
翌
は
W
;

の
第
22
式
に
よ
る
。

(i) 

一七

単
純
平
均
に
よ
る
場
合
の
方
が
よ
り
多
く
の
資
料
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
比
較
時
点
で
加
重
す
る
場
合
は
よ
り
複
雑
と
な
る
。
必
要

な
追
加
的
資
料
は
全
商
品
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
時
点

t
に
つ
い
て
不
変
と
す
る
。

(t110》

1,2
,
 
…

[

 r-1) 

基
準
時
点
の
価
額
に
よ
っ
て
加
重
す
る
場
合

I
(
W
{
A
.
b
)と

I
(
~
•G
.
b
)
価
格
比
の
加
重
算
術
平
均
の
場
合
、
新
指
数
は
次

…

…

…
(
2
2
)
 

ー
ピ
‘`
P
o
.
g

、

Q

。
[
（
I
)
也

P
o
•
;
Q

。

A
I
(」竺
K
P゜
ら
。
ご
…
…
…

•
•
•
•
•
(
2
3
)

Iio
ー

ミ

t

o

k

ぷ

こ
の
両
指
数
の
結
果
は
基
準
時
点
の
価
額
の

ウ
ェ

こ
こ
で
も
ウ
ェ
ー
ト
が
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I
i
0
1
1
(
I
-
o
)
b
]
8
[
F
(
]

竺
eh、

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
2
6
)

総
和
比
率
法
の
場
合
、
基
準
時
点
の
数
量
お
よ
び
任
意
の
時
点
の
数
量
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る
指
数
、
す
な
わ
ち
、

I
(
L
a
s
p
e
y
r
e
s
)

ー

．

M];Po•;Qo-

M] 
kP,•;Qo 

Ito 
100 

i
 

k
 

ビ
;
P
o
•
;
Q
o

ー
ピ
k
P
o
.
た
Q
o

i

k

 

ー
・
ビ

i
P
o
•
;
Q
a
 
-~kPt• 

ゃ

Ito 

'

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
2
8
)
 

lQQ 
I
 

k
 

M] ;
P
o
•
;
Q
a

ー
ビ
k
P
o
•
k

Q

a

'

 

i

k

 

こ
の
場
合
に
は
、
商
品
を
追
加
す
る
場
合
と
除
去
す
る
場
合
と
を
区
別
し
て
理
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
理
解

を
容
易
に
す
る
た
め
、
ユ
ー
・
ポ
ー
・
セ
ン
教
授
の
掲
げ
る
例
を
借
り
る
こ
と
に
す
る
。
次
の
第
二
表
に
お
い
て

t
は
1
か
ら
(
T
11

)
 

曲
任
意
の
時
点
の
数
量
で
加
量
す
る
場
合
、

（
基
準
時
点
の
数
量
で
加
重
す
る
場
合
、

と

I(Agg.
a)
と
は
次
の
式
を
決
定
す
る
。

Ii011 

(4) 加
重
幾
何
平
均
法
の
場
合
は

K
B
 

I
i
l
l
b
.
I
i
o
I
M
]ー
ー
ー
ー
・
ミ

k
J
P
o
 

加
重
算
術
平
均
法
の
場
合
は
次
の
第
25
式
が
導
か
れ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
2
5
)
 

、

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
2
7
)

一
八
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第 表 （単位はペンス）

指数の連続性についての若干の問題（高木）

I ;o ;t l~ 心I;a I ;a l P双:J~~ 麟Ip邸:a I Po9Qa 

A 2/- 2/6 125 2/- 25 50/- 6,250 62.5/- 50/-

B 1/3 2/6 200 1/6 44 66/- 13,200 110/- 55/1 

C 2/- 1/6 75 1/6 38 57/- 4,275 57/- 76/-

D 2/- 3/- 150 2/6 60 150/- 22,500 180/-120/-

E 1/- 2/6 250 1/3 72 90/- 22,500 180/- 72/-

F 3/- 4/6 150 3/6 38 123/- 18,450 171/-114/-

G 1/- 1/3 125 1/- 32 32/- 4,000 40/- 32/-

H 1/- 2/- 200 2/- 19 38/- 7,600 38/- 19/-

A-Hまでの合計 606/-

I 2/- 3/6 175 1/6 28 42/- 7,350 98/- 56/-

J 1/- 2/9 275 . 2/6 62 155/- 42,625 170.5/- 62/-

A-Jまでの合計 803/-148,750 1,107/-656/-

IとJとの合計 49,975 268.5/-118/-

K 1/- 1/3 125 2/- 15 30/- 3,750 18.75/-15/-

L 1/6 2/3 150 1/6 46 69/- 10,350 103.5/-69/-

A-Lまでの合計 902/-

KとLとの合計 14,100 122.25/-84/-

は

一九

時
点
0
と
時
点

t
の
各
裔
品
の
単
位
価
格
の
資
料
で
あ
る
。
）

.
m
I
よ
り
L
に
至
る
商
品
の
第
一
、
第
二
欄
（
こ
れ
は

い
。
す
な
わ
ち
、
新
指
数
の
作
成
に
求
め
ら
れ
る
統
計
資
料

品
の
統
計
資
料
は
絶
対
に
利
用
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

知
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

1
か
ら
L
ま
で
の
商

が
多
い
。
な
お

P
a
Q
a
で
示
さ
れ
る
加
重
価
額
は
一
応
、
既

の
統
計
資
料
は
入
手
困
難
で
あ
る
か
、

又
は
不
可
能
な
こ
と

す
る
の
に
調
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
事
実
上
は
こ
れ
ら

ら
な
い
。
勿
論
、

そ
れ
は
合
で
示
さ
れ
る
旧
指
数
を
作
成

統
計
資
料
は

t
時
点
に
於
て
も
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ま
で
の
何
等
の
影
響
を
も
被
ら
な
い
商
品
の
価
格
に
関
す
る

商
品
を
除
去
す
る
二
つ
の
場
合
に
作
成
さ
れ
る
。

A
か
ら
H

数
は
K
と
L
の
二
商
品
を
追
加
す
る
場
合
と
ー
と
J
と
の

A
か
ら
J
ま
で
の
十
ケ
の
商
品
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
、
新
指

ま
で
の
数
時
点
の
う
ち
の
一
時
点
で
あ
り
、
旧
指
数
は
A
か

ら
J
ま
で
の
数
時
点
の
う
ち
の
一
時
点
で
あ
り
、

旧
指
数
は
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(ii) 

①
旧
指
数
は
次
の
第
10
式
に
よ
る
。
＞

②
加
重
籐
術
平
均
法
に
よ
る
場
合

十
二
種
の
商
品
の
範
囲
で
作
成
さ
れ
る
。

(1) 

11 1
8
5
.
2
 

1
4
8
,
7
5
0
 

8
0
3
 

A
よ
り
L
に
に
至
る
商
品
の
任
意
の
時
点
に
於
け
る
単
位
価
額
、
数
量
、
お
よ
び
価
額
の
資
料
で
あ
る
。

I
よ
り
L
に
至
る
商
品
の
価
格
比
、
任
意
の
時
点
の
価
額
で
加
重
し
た
価
格
比
、
任
意
の
時
点
の
数
量
で
加
重
し
た

t
時
点
の
価

以
下
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
商
品
の
追
加
と
除
去
の
両
場
合
の
、

の
説
明
で
あ
る
。

そ
の
と
ら
れ
る
作
成
方
法
の
相
違
に
よ
る
新
旧
両
指
数
の
比
例
性

商
品
の
追
加
の
場
合
、
旧
指
数
は
A
よ
り
J
ま
で
の
十
種
の
商
品
の
範
囲
で
作
成
さ
れ
、
新
指
数
は
K
と
L
と
の
追
加
で
、
故
に

額、

0
時
点
の
価
額
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

(iii) (ii) 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
千
の
問
題
（
高
木
）

1
0
0
 

ー
|
|
｀
ピ

iト

t
•
;
P
.
•
;
Q
.

、
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
…
…
…
…
…

(
1
0
)

lo
ー
化
i
P
o
.
i
Q
c
i
i
P
o

I
 

i
 

A
よ
り
L
ま
で
の
十
二
種
の
商
品
の
範
囲
に
よ
る
新
指
数
は
次
の
第
11
式
に
よ
る
。

Ii011

ビ
汗
g
[
I
t
o
．
ゼ
や
・
や
＋
（
セ
亭
．
jpこ．ゃ）
1
0
 0

]

 

[
（

1
8
5
.
2
 X
 80
3
)
 ＋
（

1
4
,
1
0
0
)
]
 11 1
8
0
.
5
 

1
 

9
0
2
 

二
0

…
…
…
…
…
・
:
（

11) 
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

曲
新
指
数
は
次
の
値
と
な
る
。

M
 
:;P,•;Qa 

='•100 

1
1
 1
6
8
.
7
5
,
 

M
 
;Po•;Qa 

I-o 

i
 

①
旧
指
数
は
次
式
に
よ
る
。

＠
総
和
比
率
法
に
よ
る
場
合
、
既
述
の

I
(
A
g
g
.
a
)
の
形
態
の
算
式
で
あ
る
。

旧
指
数
は
4
だ
け
大
で
あ
り
、

こ
の
限
り
で
加
重
算
術
平
均
法
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

・
6
5
6
 +
 
1
2
2
.
2
5
 

1
6
8
.
7
5
 

1
1
 1
6
6
.
1
 

100 6
5
6
 +
 
8
4
 

I
i
oー

、、

す
な
わ
ち
、
旧
指
数
は
2
.
6
5

だ
け
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
許
容
す
べ
き
ず
れ
と
い
つ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

図
商
品
の
除
去
の
場
合
、
①
と
同
様
に
十
種
の
商
品
の
範
囲
に
よ
る
旧
指
数
と
ー
と
J
の
二
種
の
商
品
を
除
去
し
た
範
囲
に
よ
る
新
指

曲
新
指
数
は
第
二
表
よ
り
次
の
値
と
な
る
。

①
旧
指
数
は
次
式
に
よ
る
。

⑮
加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合

旧
指
数
は

4
.
7

だ
け
大
で
あ
る
。

I
t。1
1氾

a
•
,
Q
a

/
1
1
(
¾
)

や
・

,
Q
a

1
1
 1
7
4
.
6
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
1
2
)
 

I
i
0
1
1
 

9
0
2
 /
 
(
1
7
4
.
6
)
 0003.

（

1
2
5
)
3
 0.

（

1
5
0
)
6
9
 "＂ 1
7
0
.
6
 
…………………

•••(13) 

(
1
7
)
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

(
1
8
)
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(C) ,
9
 

・1.1
 ．
 

総
和
比
率
法
に
よ
る
場
合

そ
の
差
1
9
.
2

と
な
り
l
a
l
の
方
法
に
よ
る
新
旧
指
数
の
場
合
よ
り
も
小
さ
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
．

新
指
数
は

., 

•1 
9
.
 

既
述
の
算
式
に
よ
り
旧
指
数
は

ibl

加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合

旧
指
数
は
新
指
数
よ
り
2
2
.
3

だ
け
大
で
あ
り
、

曲

ー

と

J
と
を
除
去
し
た
範
囲
に
よ
る
新
指
数
は

・
①
既
述
の
算
式
に
よ
る
と
旧
指
数
は

固
加
重
算
術
平
均
法
に
よ
る
場
合
。

す
る
。

数
の
連
続
性
が
問
題
と
さ
れ
る
。
記
号
で
示
す
と
T

=
A
,
B
,
 ... 、];
i

、1
1

A
,
B
,
 
…

J
f
i
K
I
I
I、
]
で
商
品
の
範
囲
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

、、

こ
れ
は
許
容
し
難
い
ず
れ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

I
i
0
1
1
6
0
 s
y
(
l
7
4
.
6
)
s
o
a
/
(
1
7
5
)
4
2
.
 (
2
7
5
)
1
5
5
 1
1
 1
5
5
.
4
 

I
t
o
1
1
 i
7
4
;
6
 

[
（

1
8
5
.
2
)
 (
8
0
3
)
ー

(
7
、3
5
0

+
 
4
2
,
6
2
5
)
]
 1
1
 1
6
2
.
9
 

1
 

6
0
6
 

I
i
oー

1
1
 1
8
5
.
2
 

1
4
8
,
7
5
0
 

8
0
3
 

I
t
o
l
l
.
 

J' 叫 ,.,,,L_ _  
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
千
の
問
題
（
高
木
）

1
2
.
8
5
 

1

、
107

M
 
;
P
,
•
;
Q

。

ー

1
.
1
・
1
0
0
11 

1
6
8
.
7
5
 

i
 

I
i
o
1
1
ー
に
P
o
•
;
Q
a

6
5
6
 

i
 

_
_
 
|
．
g
P
o
.
i
や
ー
ビ
忘
や

Iio 
100 

i
 

k
 

ビ
;
P
o
•
;
Q
a

ー
ピ
ぷ
・
k
Q
a

i

k

 

X
 6
5
6
-
2
6
8
.
5
 

1
6
8
.
7
5
 

100 

IIl 

6
5
6ー

1
1
8

11 1
5
5
.
9
 

だ
け
大
で
あ
り
、
上
述
の
三
式
の
う
ち
加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合
が
、
も
つ
と
も
ず
れ
が
小
と
な
り
、
新
旧

E
、
加
重
体
系
の
変
更
を
行
う
場
合
の
連
続
性
の
持
続

こ
の
問
題
は
実
際
の
指
数
に
よ
る
操
作
の
場
合
に
し
ば
し
ば
直
面
す
る
も
の
で
あ
り
、
統
計
学
の
理
論
よ
り
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
、

ウ
ェ
ー
ト
そ
の
も
の
が
指
数
の
作
成
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
商
品
の
も
つ
相
対
的
重
要
性
と
い
う
極
め
て
曖
昧

な
概
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
故
に
、

こ
れ
に
確
固
た
る
理
論
づ
け
を
、
し
か
も
実
際
の
統
計
的
操
作
の
方
向
を
律
す
る
よ
う
な
理
論

(

7

)

 

ユ
ー
・
ポ
ー
・
セ
ン
教
授
は
そ
の
第
二
論
文
で
そ
の
理
論
づ
け
を
試
み
て
お
り
、
本
稿
の
口
で
わ
れ
わ

一
般
に
、
長
期
的
観
察
で
は
、
あ
る
指
数
が
と
る
加
重
体
系
が
そ
の
と
る
商
品
の
相
対
的
重
要
性
を
反
映
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
故

に
新
指
数
の
必
要
が
起
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
新
旧
の
両
指
数
間
の
連
続
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
を
明
ら
か
に
し

れ
は
そ
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

づ
け
を
行
っ
た
も
の
は
な
い
、

指
数
間
の
連
続
性
は
も
つ
と
も
密
で
あ
る
。

旧
指
数
は

(ii) 

新
指
数
は

い
旧
指
数
は

Ii011 
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は

(
N
+ミー
P
)

の
項
目
よ
り
成
り
、
が
で
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

商
品
数
を
K
で
示
す
。

(
k
=
N+1、
N
+
2、…、
N
+
n
)
。
除
去
さ
れ
る
商
品
は

N
項
の
原
商
品
の
最
後
の

P
に
影
響
を
与
え
る
も
の

と
想
定
さ
れ
、

h
で
示
さ
れ
る
。

i

、
111二
2、…
,N|
p、
N
+
1、…
9A[＋
n9

前
筋
で
述
べ
た
商
品
の
代
替
は
等
し
い
数
の
種
類
の
商
品
の
追
加
と
除
去
、
す
な
わ
ち

p11n
を
基
本
条
件
と
し
た
。
こ
の
場
合
に
は

新
商
品
リ
ス
ト
は

N
と
な
り
、

h
は

N
-
n
+
1
か
ら

N
ま
で
、

K
は

N
+
1
か
ら

Z
+
n
ま
で
の
範
囲
に
わ
た
る
。
代
替
は

Z
|

r+1
は

N
+
1
で、

Nー

n
+
2
は

N
+
2
で、

N
は

N
+
n
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(h11 N
-
p
 +1、
Nー

P
+
2, 
・・・,N) 
商
品
の
追
加
と
除
去
が
行
わ
れ
た
後
ち
の
新
商
品
リ
ス
ト

原
商
品
リ
ス
ト
は

N
項
よ
り
成
る
。
い
ま
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、

よ
り
、

こ
の
場
合
に
価
格
の
ト
レ
ン
ド
が
急
激
な
変
動
を
示
さ
な
い
こ
と
、

セ
ン
教
授
に
な
ら
い
続
稿
ま
で
こ
の
解
を
残
し
て
お
く
。
唯
、

す
く
な
く
と
も
二
つ
以
上
の
変
更
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
の
連
続
性
の
持
続
の
問
題
。

そ
の
と
る
商
品
の
数
が
大
な
る
こ

と
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ー
ト
の
変
更
と
価
格
差
と
の
間
の
相
関
関
係
が
小
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
ユ
ー
・
ボ
ー
・

こ
の
問
題
は
単
純
平
均
法
を
と
る
場
合
に
生
じ
な
い
こ
と
、
基
準
時
点
．

の
変
更
が
自
動
的
に
加
重
体
系
の
変
更
を
来
す
と
い
う
簡
単
な
解
釈
で
す
ま
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
た
指
数
作
成
の
一
局
面
の
変
更
に
と
も
な
う
新
旧
指
数
の
連
続
性
の
持
続
の
条
件
分
析
の
研
究

よ
り
事
実
に
即
す
る
も
の
と
し
て
の
二
局
面
以
上
の
変
更
に
と
も
な
う
連
続
性
の
持
続
の
問
題
へ
と
進
む
。
但
し
、

こ
と
わ
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
商
品
の
追
加
と
除
去
と
を
ふ
く
む
代
替
の
問
題
、
し
か
も
基
準
時
点
の
変
更
に
よ
る
代
替
の
問
題

に
限
り
、
商
品
の
範
の
変
更
、
加
重
体
系
の
変
更
等
と
の
同
時
的
変
更
の
問
題
は
続
稿
に
残
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

口[

n
種
の
商
品
が
追
加
さ
れ
、
原
商
品
リ
ス
ト
の
末
端
に
追
加
す
る
こ
と
に
す
る
。
追
加

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
千
の
問
題
（
高
木
）

ニ
四
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,
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•1 •1 
・
ー
、

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

新
指
数
は
次
の
第
30
式
に
よ
る
。

①
旧
指
数
は
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
次
式
に
よ
れ
ば
よ
い
。

②
価
格
比
の
単
純
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合
、

(ii) ｀
 

•1 
~. 

（
代
替
の
問
題
）

I
i
0
1
1
1
1
N
+

。

1
0
1
P

門
[
~
=
N
 +

[
I
p
{
 
N•I,o 

+
 1
0
 0

巧
琴
ふ
琴
]
}
…
・
:
・
:
（

2
9
)

新
指
数
は
次
式
に
よ
る
。

旧
指
数
は
次
式
に
よ
る
。

旧
指
数

I
-
o
(
0
1
1
100)

は
N
ケ
の
商
品
に
、
新
指
数

I
i
o
(
0
1
1
1
0
0
)
は
N
+
]ー

P

ケ
の
商
品
の
範
囲
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。

既
述
の
場
合
と
同
様
に
各
場
合
に
区
分
し
て
理
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

価
格
化
の
単
純
算
術
平
均
法
に
よ
る
場
合

前
節
で
述
べ
た
も
の
の
拡
張
で
あ
る
。

(1) A
、
商
品
の
追
加
と
除
去
と
に
よ
る
同
時
的
変
更
、

100, 

N
i
p
-

I
I
1
[
H
|ー
・

i
i
P
o
 

I,o 

1
0
0
 

;P, 

iPo
、

Iio11

ピ

N
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二
五
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第
商品IP, I p。 jP,/Po•lOO
D 240円 240円 '100 

B 480 360 75 

X 480 600 125 

_ y l 150 180 120 

Z 240 480 200 

(ii) 

第
三
表
に
掲
げ
ら
れ
た
数
値
を
利
用
し
て
新
指
数
を
求
め
る
と
次
の
値
と
な
る
。

1
 

Ii011、
ー

ー

ー

ー

[
(
1
5
0
.
7

x
 
1
0
0
)
 ＋（
1
2
5
 +
 
1
2
0
 +
 
2
0
0
0
)
ー

(
1
0
0
ー

7
5
)
]
11 1
5
1
.
9
 

1
0
0
 

、、

新
指
数
は

1
.
2

だ
け
大
で
あ
り
、
両
指
数
の
ず
れ
は
極
め
て
小
で
あ
り
、

表

Ito11 1
5
0
.
7
 

①
旧
指
数
は
先
き
の
場
合
と
同
様
に

い
単
純
算
平
均
法
に
よ
る
場
合
。

で
あ
る
。

新
指
数
を
作
成
す
る
商
品
の
範
囲
は
次
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

Iioll 

全：
ピ． 

吋コゞコ

＾^ 
"' ... 
工ぶ
‘‘‘‘ "" ... ヽヽe., e., 

g 

上
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
新
指
数
の
計
算
に
と
つ
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
影
響
を
被
っ
た
商
品
の
価
格
比
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
全
体
に
わ
た
る
再
計
算
を
行
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
の
理
解
を
助
け
る
た
め
具
体
的
に
数
値
を
掲
げ
て
例
示
し
よ
う
。
い
ま
、
旧
指
数
は
一

0
0
ケ
の
商
品
を
範
囲
と
し
て
作

成
さ
れ
、

D
と
E
の
二
種
類
の
商
品
が
原
商
品
リ
ス
ト
よ
り
除
去
さ
れ
、

X
‘
y
お
よ
び

Z
が
追
加
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か
る
と
き
、

(
1
0
0
 +
3
1
 
2
)
 11 1
0
1
,
 

こ
の
追
加
さ
れ
、
か
つ
、
除
去
さ
れ
る
D
、
E
、
X
、
Y
お
よ
び

Z
の
時
点
0
、
時
点
t
に
於
け
る
単
位
価
格
は
次
の
第
三
表
の
よ
う

そ
の
連
続
性
は
極
め
て
大
で

二
六

’’• 
, f•1l/"i'• ・,.,:,,.-_,. " 
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,
9
,
 

・1,＇`̀
 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

二
七

、、

こ
の
場
合
も
両
指
数
の
ず
れ
は
、
わ
ず
か
に

1.5
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
連
続
性
に
持
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

既
述
の
よ
う
に
比
較
時
点
で
の
ウ
ェ
ー
ト
で
加
重
す
る
場
合
は
連
続
性
を
持
続
す
る
よ
う
転
換
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
単
純
平
均
値
法
に
よ
る
指
数
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
以
外
に
必
要
と
さ
れ
る
資
料
は
、
影
響
を
被
る
各
商
品
の
基
準
時
点

の
価
額
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る
か
、
も
し
く
は
任
意
の
時
点
の
価
額
を
ウ
ェ
ー
ト
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
準
時
点
加
重
指
数
と
任
意

の
時
点
の
加
重
指
数
は
転
換
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
基
準
時
点
の
価
額
で
加
重
す
る
指
数
と
任
意
の
時
点
の
価
額
で
加
重
す
る

加
菫
鈴
術
法
に
よ
る
指
数
ー
~
わ
れ
わ
れ
の
表
現
で
は
、

I
(
W
.A.b)
と

I
(
W
.
A
.
a
)

基
準
時
点
の
価
額
で
加
重
し
た
算
術
平
均
法
に
よ
る
場
合
の
新
指
数
は
次
式
で
求
め
ら
れ
る
。

I
i
0
1
1
に

‘
P
!
•
;
'
Q

。 [
I
i
o

．
心P
o
•`Q
。+
10 0

（
む1
[．
ぶ
ら
。
ー
屯
琴
・

h
P
o
•

hQo)]

………••……

(31) 

任
意
の
時
点
の
価
額
で
加
重
す
る
場
合
は
、

P
a
Q
a
で
入
れ
換
え
る
だ
け
で
同
じ
算
式
が
成
立
す
る
。

③
価
格
比
の
加
重
平
均
法
に
よ
る
場
合

曲
旧
指
数
は
上
式
と
第
三
表
と
よ
り

＼
旧
指
数
の
値
は
次
の
よ
う
で
あ
る
と
す
る
。

②
単
純
幾
何
平
掏
法
に
よ
る
場
合

あ
る
。

[（
1
3
8
.
6
)
1
0
0
 

1
0
1
 

Iioll 

I-
。11
1
3
8
.
6
 

で
あ
る
ー
|
ー
類
似
の
式
が
成
立
す
る
。

111 1
4
0
.
1
 

1
2
5
 X
 12
0
 X
 20
0
 

100 x
 
7
5
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(i") 

新
指
数
の
値
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ito11 1
8
5
.
2
 

め
旧
指
数
の
値
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

．
い
加
重
算
術
平
均
法
に
よ
る
場
合

数
に
つ
い
て
は
次
式
が
用
い
ら
れ
る
。

④
総
和
比
率
法
に
よ
る
場
合

(ii) 

価
格
比
の
加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合
の
基
準
時
点
の
価
額
で
加
重
す
る
場
合
の
新
指
数
の
算
式
は
次
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合

に
は
、
基
準
時
点
を
示
す
サ
フ
イ
ッ
グ
ス

0
を

a
に
入
れ
換
え
れ
ば
よ
い
。

K
P
o
．る。

旦
ぎ
Po)

I
i
0
1
1

出i、P
o
.
i
、

Q
o
[
S
)

氾
。
•,

Q
,
.
 ~(Po)-ipo·,Q,·-----

:·……

•99,:'••

…•,;:(

32) 

こ
の
場
合
も
比
較
時
点
の
「
実
際
の
購
入
量
」
に
よ
る
指
数
で
は
転
換
は
不
可
能
で
あ
る
。
基
準
時
点
の
「
購
入
量
」
に
基
づ
く
指

10 0
l函
ゼ
i
P
o
•
;
Q。+
M
ぷ
ら
。
ー
ビ

J
P
-
•
h
Q
o

……・:・:・・…・:・:・…・:, ．．．．．．． 
（3
3
)
 

k

h

 

H
 ,P
o
•
,
Q

。
+
Mビ
P
o
•
k
Q
o

ー

M
]
-
J
P
o
.
h
Q
o

、

Iioー

M

o

k

h

 

任
意
の
時
点
の
数
量
で
加
重
す
る
場
合
は

Q
o
が
Q°

第
二
表
を
利
用
し
て
例
示
し
よ
う
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

に
変
更
す
る
以
外
は
同
じ
式
が
役
立
つ
。

ニ
八
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

，
 
，
 

＇ 
•1 

.
1
 

.
1
 

_， ，
 

'~ •1 •1 •1 
ー
， 、、

そ
の
ず
れ
は

1
9
.
5

で
あ
り
①
に
よ
る
よ
り
も
連
続
性
の
程
度
は
大
で
あ
る
。

.
1
 

・1
•1 

(ii)" 

新
指
数
の
値
は
咄
述
の
第
33
式
よ
り

旧
指
数
の
値
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

総
和
比
率
法
に
よ
る
場
合

新
指
数
の
値
は
既
述
の
第
32
式
よ
り

旧
指
数
の
値
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

さヽ‘

II 

Iio11 1
6
8
.
7
5
 

Iio11 1
7
4
.
6
 

曲
加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合

，
 

,
1
,
 

・1
•1 

9

し

、、

そ
の
ず
れ
は

2
4
.
3

で
あ
り
、
著
し
く
連
続
性
を
欠
く
。

二
九

[
 1
8
5
.
2
(
8
0
3
)
 ＋（
3
7
5
0
 +
 
1
0
3
5
0
 -

4
2
6
2
5
)
]
 11 1
6
0
.
9
 

1
 

7
4
7
 

Ito
— 

7
4
7
 

8
 0
3
 

I
i
o
l
l
[（
1
7
4
.
6
)
・
 

11 1
5
4
.
5
 

12530• 

1
5
0
6
9
 

2
7
5
1
5
5
 

・
6
5
6
 +
 
1
8
.
7
5
 
+
 
1
0
3
.
5

ー

1
7
0
.
5
)

1
6
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.
7
5
 

_
1
1
 1
5
6
.
2
 

1
0
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(
1
0
0
 6

5
6
 +
 
1
5
 +
 
6
9
 ,＇6
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(al 

問
題
を
二
つ
に
区
別
し
て
考
察
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

範
囲
が
新
し
い
条
件
と
し
て
加
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

を
換
え
て
述
べ
れ
ば
、
指
数

I
ヽ
（
一
よ
）
。
よ
り

I
、(-

1
q
)
t

問
題
は
次
の
よ
う
に
提
出
さ
れ
る
。

(ii) ①
基
準
時
点
が
0
か
ら

t
へ
と
変
更
さ
れ
る
。

(t11 
100) 

、
次
の
諸
点
で
こ
の
二
条
件
は
変
更
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

、、

こ
の
場
合
は
最
も
連
続
性
の
程
度
は
高
く
、
ず
れ
は
わ
ず
か

1.
7

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
i
1
1
1
、.
2
、‘

B
、
基
準
時
点
の
変
更
と
商
品
の
代
替
（
す
な
わ
ち
、
追
加
と
除
去
）
と
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
の
連
続
性
持
続
の
問
題
。

指
数
ー
は
日
基
準
時
点
。
11
100
と
口
N
ケ
の
商
品
の
範
囲

(i11
1, 2
,
 
…

,N)
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
い
ま
、
時
点

t
に
於
て

N
ケ
の
商
品
の
う
ち

m
ケ
が
、

時
点
の
指
数
を
、

こ
れ
と
類
似
の
商
品
の
等
し
い
種
類
で
代
替
さ
れ
、

N
ケ
の
商
品
の
最
終
の

P
が
除
去
さ
れ
、
他

の
商
品
が
追
加
さ
れ
る
と
す
る
。
前
節
の
よ
う
に
新
し
い
商
品
リ
ス
ト
は

(
N
+
nー

P
)

ケ
の
商
品
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

…

J
m

、

.
m

、

+
1
•…
、
N
ー

p
,
N
+
 1, …
,
N
 +n)
こ
の
場
合
に

1

、、
2

、5
…、

mr
が
そ
れ
ぞ
れ
1
`
2
,
 

…、

m
で
代
替
さ
れ
る
と
す
る
。

新
し
い
基
準
時
点

t11
100
で
、
し
か
も
、
新
し
い
変
更
を
う
け
た
商
品
の
範
囲
で
、

(

8

)

 

の
連
続
性
を
ど
の
よ
う
に
持
続
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

0
時
点
よ
り
t
時
点
を
超
え
て
指
数
の
系
列

基
準
時
点
だ
け
の
変
更
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、

(
t
1
1
q
)
時
点
の
指
数
を
考
察
し
、

さ
ら
に
基
準
時
点
0
に
よ
る
こ
の

t
に
よ
る
と
同
じ
時
点
の
指
数
へ
ど
の
よ
う
に
し
て
転
換
す
る
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
言
薬

へ
の
転
換
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
唯
、

こ
れ
に
と
り
入
れ
る
商
品
の

基
準
時
点
の
み
が
変
更
さ
れ
る
と
き
、
単
な
る
比
率
転
換
の
手
続
に
よ
っ
て
連
続
的
な
系
列
が
得
ら
れ
る
指
数
を
作
成
す
る
問
題
。

゜
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(a) (bl 
(ii) 

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
碕
木
）

①
価
格
比
の
単
純
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合
の
指
数

商
品
f
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

基
準
時
点
が
変
更
さ
れ
る
と
き
、
単
な
る
比
率
転
換
に
よ
っ
て
、
し
か
も
あ
る
一
定
の
諸
条
件
の
も
と
で
連
続
性
を
持
続
す
る
指

数
を
作
成
す
る
問
題
。

I
、

ー

(i1q)-‘

(
t
1
q
)
0

ー

I

、

I
i
o
 

,
I
(
i
1
q
)
t
、

I
(
t
1
q
)
0
 

I
t
o
 

既
述
の
価
格
比
の
単
純
幾
何
平
均
法
に
よ
る
指
数
、

ウ
ェ
ー
ト
と
し
て
任
意
の
時
点
の
価
額
を
使
用
す
る
幾
何
平
均
法
に
よ
る
指

数
お
よ
び
任
意
の
時
点
の
「
実
際
の
購
入
蜃
」
で
ウ
ェ
ー
ト
と
し
た
総
和
比
率
法
に
よ
る
指
数
が
こ
の
場
合
の
指
数
で
あ
る
。

こ
の
三
様
の
指
数
で
は
、
商
品
・
t
に
つ
い
て
既
述
の
次
式
で
示
さ
れ
る
比
例
性
が
成
立
す
る
と
き
は

す
な
わ
ち
、

(
N
+
n
1
q
)
 

N
 IT(i、P
t
1
q
]

ぷ
）
ぎ
ぎ
＄
）

I

j

、

K

芦
ぎ
＄
）
•
ー

T
I
h
p
t
_
J
J
P
t
)

、

(
t
_
q
)

。）．

j

h

 

I
{
tー

q
)
t
1
1

《
(

I

t

o

任
意
の
時
点
の
価
額
で
加
重
さ
れ
る
加
重
幾
何
平
均
法
に
よ
る
場
合
の
指
数

以
下
そ
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

••••••••••••••• 

(
3
4
)
'
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第 表

商品 IPt-q I Pt I杞 /P:100

A 120円 120円 100 

B 270 360 75 

C 420 480 87.5 

A' 120 150 80 

B' 120 240 50 
er 720 900 80 

D 240 240 100 

E 360 480 75 

Z I 270 300 90 

0
0
ケ
の
商
品
よ
り
成
る
原
商
品
リ
ス
ト
、

(iii) 

述
の
．
い
の
式
よ
り

論、 よ
う
。

へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
与
え
ら
れ
た
目
的
で
あ
る
。
勿

I
(
t
1
q
)
0
1
1
 1
2
5
.
6
;
 
I
,
0
=
1
3
8
.
6

と
な
る
。

尺

・

全

旦

ぶ

苓
q
)
-
1
1

｛三。）。）
i

．

t
時
点
に
於
い
て
、
も
し
く
は
そ
れ
以
後
の
時

j
r
p
0
.
j
、Q
a

IT(~) 
j

、

j

、P
t

j
p
a
.
j
Q
a
 

口
,.,--.... 

・ヽ．ヽ、
ゃI
ヽ

任
意
の
時
点
の
「
実
際
の
購
入
量
」
で
加
重
し
た
総
和
比
率
法
に
よ
る
指
数
の
場
合

お
よ
び

C
の
新
商
品
で

I
 

ー
履
・
ピ

i
P
o．
ゃ
＋
（
ピ
j、
P
t
1
q
•
j

、
P
l
ピ
ぷ
—
q
•j
Q
a
)
 ＋
ビ
J
)
t—q
•
K
p
l
M
に
:
>
t
-
q
•

h
Q
a
 

`••…

•(36) 

j
、

j

k

h

1
0
0
 

Ito 

I(tー

q)0
ー

・
ビ
;
P
a
•
;
Q
a

+
（
ピ
j、
R
.
j、P
l
ピ
i
P
1
•
i
Q
a
)
 ＋
ピ
k
P
t
•
k
Q
a

ー
ピ
J
P
t
.
A
P

k

h

 

j

`

 

1
0
0
 

こ
こ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
第
三
表
に
掲
げ
る
数
値
に
よ
っ
て
、
し
か
も
便
宜
上
、
単
純
幾
何
平
均
法
の
場
合
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

0
時
点
を
基
準
時
点
と
し
て

(011
100)
、（
t
1
q
)

時
点
と

t
時
点
の
指
数
は
そ
れ
ぞ
れ

点
に
於
て
、
基
準
時
点
が
0
よ
り

t
へ
と
変
更
さ
れ
、

N
、
B

旧
商
品
A
、
B
、
C
を
代
替
し
、

P
と
E
の
旧
商
品
を
除
去
し
、

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

I
(
t
1
q
)
0
 

こ
の
場
合
、

z
を
追
加
す
る
と
し

か
ら
I
{
iー

q)i

上
の
除
去
と
追
加
の
二
条
件
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上

K
P
Q
o
 0k
Q
a
 

n

臣）

…

(
3
5
)
 

k
(
k
P
-

―i
P
a
.
A
Q
a
 

n(?）
 

h
h
p
-
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指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

曲
商
品
の
追
加
と
除
去
よ
り
成
る
代
替
に
よ
る
変
更
を
と
り
入
れ
て
の
指
数
I
(
t
1
q
)

。
と

I
i。
と
の
計
算
、
そ
ら
に

I
{
t
—q
)ー
を
求

.
9
 .
 

• 
I
 

•
し

れ
る
条
件
に
類
似
し
て
い
る
。
単
純
算
術
平
掏
法
の
場
合
に
は
、
連
続
性
の
た
め
の
比
率
転
換
に
求
め
ら
れ
る
条
件
は
次
の
と
お
り
で

(bl 

上
述
の
各
算
式
に
と
つ
て
、

9
0
 

1
0
0
 

1
2
5
.
6
 

8
0
 x
 

5
0
 x
 

8

0

)

・

|

 

9
0
 

11 8
5
.
9
 

[（

1
3
8
.
6
)

・
(
1
0
0

x
 

7
5
 x

 
8
7
.
5
 

1
0
0
 x

 
7
5
 

そ
の
条
件
は
基
準
時
点
だ
け
を
変
更
し
、

こ
れ
よ
り
、
次
の
二
つ
の
操
作
が
必
要
と
さ
れ
る
。

原
基
準
時
点
に
於
け
る
新
商
品
リ
ス
ト
の
価
格
が
新
し
い
基
準
時
点
に
於
け
る
新
商
品
リ
ス
ト
の
価
格
が
比
例
的
で
あ
る
か
ど
う

か
、
あ
る
い
は
近
似
的
で
あ
れ
比
例
的
で
あ
る
か
ど
う
か
の
決
定
、
す
な
わ
ち
変
更
の
前
後
の
時
点
に
於
け
る
新
臨
品
の
価
格
の
比
例

性
の
検
討
。

め
る
た
め
の
比
率
転
換
の
操
作
の
適
用
。
す
な
わ
ち
、
①
の
時
点
の
変
更
と
と
も
に
本
稿
で
の
重
点
を
な
し
た
商
品
の
同
数
の
代
替
が

す
な
わ
ち
、
新
旧
指
数
間
の
比
例
性
は
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

|I{t

—

q)0 Iio 

I
デ

t
1
q
)
i

も
し
、

あ
る
。

こ
の
条
件
が
満
足
さ
れ
る
と
き
は
、
次
の
式
が
成
立
す
る
。

i
P。
8
i
p—
の
代
り
に
j、
P
o
8
5、R

I(t

—q11 

そ
れ
以
外
の
何
等
の
変
更
を
加
え
な
い
場
合
に
必
要
と
さ
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既
に

B
節
の
固

行
わ
れ
た
場
合
の
新
指
数
の
計
算
と
比
例
性
の
検
討
の
手
続
で
あ
る
。

＠
、
基
準
時
点
の
変
更
と
商
品
の
追
加
と
除
去
よ
り
成
る
代
替
に
よ
る
変
更
を
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
の
加
重
体
系
の
変
更
。

単
純
平
均
法
お
よ
び
比
較
時
点
の
価
額
で
加
重
す
る
指
数
算
式
は
そ
の
本
来
の
性
格
上
、

こ
こ
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

で
、
わ
れ
わ
れ
は
任
意
の
時
点
に
於
け
る
加
重
を
行
う
幾
何
平
均
法
と
任
意
の
時
点
に
於
け
る
加
重
に
よ
る
総
和

比
率
法
に
よ
る
両
指
数
が
商
品
の
同
数
の
代
替
に
よ
る
変
更
を
同
時
に
行
う
基
準
時
点
の
変
更
と
の
連
関
に
於
て
述
べ
た
。
そ
こ
で
は

新
旧
指
数
の
間
の
連
続
性
の
存
在
を
規
定
す
る
関
係
の
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

が
一
定
不
変
で
あ
る
と
い
う
想
定
は
表
面
に
持
ち
出
さ
れ
な
か
・
っ
た
。

そ
こ
で
は
任
意
の
時
点
の
加
重
体
系

な
お
、
同
じ
節
に
於
て
、
基
準
時
点
の
ウ
ェ
ー
ト
を
ふ
く
む
数
ケ
の
指
数
が
同
一
の
変
更
が
行
わ
れ
る
と
き
ど
の
よ
う
に
な
る
か
が

考
察
さ
れ
た
。
あ
る
条
件
が
み
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
比
率
転
換
法
の
手
続
が
商
品
の
変
更
に
わ
た
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
ち
に
基
準

時
点
の
変
更
を
処
理
す
る
よ
う
適
用
さ
れ
る
と
の
結
論
へ
達
し
た
の
で
で
る
。

指
数
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
（
高
木
）

こ
れ
ら
の
条
件
は
原
基
準
時
点
の
加
重
体
系
の
新
基
準

時
点
の
加
重
体
系
の
間
の
比
例
性
の
存
在
を
意
味
し
、
事
実
、
加
重
体
系
は
こ
の
よ
う
な
新
旧
の
基
準
時
点
の
加
重
体
系
の
間
の
比
例

性
そ
の
も
の
が
適
用
不
可
能
な
故
に
こ
そ
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
れ
は
加
重
体
系
の
変
更
だ
け
に
限

ら
れ
る
。
そ
こ
へ
と
り
入
れ
ら
れ
る
商
品
の
範
囲
の
変
更
を
も
加
え
る
と
き
問
題
は
さ
ら
に
復
雑
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、

を
解
く
道
は
本
稿
で
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
も
の
を
自
か
ら
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

次
稿
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
一
連
の
考
察
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
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